
蒲郡市青少年センター通信 

蒲郡市青少年センター（学校教育課）ホームページ http://www.city.gamagori.lg.jp/unit/gakko/  TEL 0533-66-1168 

バックナンバーをホームページに掲載しております。 
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H27年7月発行 

◆青少年問題協議会で意見交換会を実施しました◆ 

6月2日に蒲郡市青少年問題協議会を開催しました。今年度は初めての試みとして、意見交

換会を行いました。市内の小中学生と高校生のスマホ・インターネット利用状況や問題点な

どの報告のあと、委員の皆さんから意見を伺いました。主な要旨は次の4点となりました。 

８月の補導予定 

大塚班  1日(土)西大塚ふれあい活動 

     8日(土)相楽ふれあい活動 

三谷班 18日(火)13:30三谷公民館 

蒲郡班  7日(金)16:30勤労福祉会館 

中部班 25日(火)16:00 ｱﾋﾟﾀｻｰﾋﾞｽｶｳﾝﾀｰ 

塩津班   夏休み中 各自補導 

形原班 21日(金)19:00春日浦公園駐車場 

西浦班 13日(木)～15日(土)19:30 

盆踊り(西浦小学校校庭) 
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◆７月は「社会を明るくする運動」強調月間です◆ 

～～～～犯罪犯罪犯罪犯罪やややや非行非行非行非行をををを防止防止防止防止しししし、、、、立立立立ちちちち直直直直りをりをりをりを支支支支えるえるえるえる地域地域地域地域のチカラのチカラのチカラのチカラ～～～～    
 

法務省では、「更生保護の日」である7月1日から

の1ヶ月間を「社会を明るくする運動」強調月間と

しています。今年は65回目になります。 

テレビや新聞では、毎日のように事件のニュースが報道

されています。安全で安心な暮らしはすべての人の望みで

す。犯罪や非行をなくすためには、どうすればよいのでし

ょうか。取り締まりを強化して、あやまちを犯した人を処

罰することも必要なことです。しかし、立ち直ろうと決意 

した人を社会で受け入れていくことや、犯罪や非

行をする人を生み出さない家庭や地域づくりをす

ることも、とても大切なことなのです。 

それぞれの立場において、犯罪のない地域社会を

築くために何ができるか考えていきたいものです。 
（この記事は法務省ホームページより引用しております） 

◆編集後記◆ 今年の３月号で、川崎市の中学１年生が河原で殺害された事件に触れた。今度は、近く

の刈谷市で高校１年生が亡くなった。ともに、普段は遊び仲間であったのに、ちょっとしたトラブルが

原因で暴行に及び、さらに「川を泳ぎきれば許してやる」との強要をした。夜中の川を泳げば、こうし

た結果を招くこともありうることを予見できなかったのか。まさかこんなことになるとは・・・。亡く

なった少年の無念さはもとより、残された少年たちがこれから背負う十字架も重い。残念な事件だ。 

青少年がスマホやインターネットを安全に利用するために 

1.1.1.1. インターネットはインターネットはインターネットはインターネットは、、、、これからの時代ますます生活に必要なものとなる。利用を禁止する

のではなく、上手上手上手上手にににに利用利用利用利用していくことがしていくことがしていくことがしていくことが大切大切大切大切。 

2.2.2.2. 携帯電話やスマートフォンだけでなく、携帯音楽プレーヤーや携帯ゲーム機を使ってイ

ンターネットを利用している小中学生がいる。保護者を含めて、まわりの大人大人大人大人はインタはインタはインタはインタ

ーネットのーネットのーネットのーネットの使使使使えるえるえるえる機器機器機器機器についてについてについてについて、、、、もっともっともっともっとよくよくよくよく知知知知るるるるべきべきべきべき。 

3.3.3.3. 学校やＰＴＡ、保護者が一方的に決めたルールよりも、子子子子どもどもどもどもそれぞれそれぞれそれぞれそれぞれがががが主体的主体的主体的主体的ににににルールールールー

ルをルをルをルを決決決決めめめめ、、、、自分自分自分自分でででで管理管理管理管理できるできるできるできるようようようよう導導導導くくくく方方方方がががが効果的効果的効果的効果的である。 

4.4.4.4. メールなどのメッセージは、どこでも送受信できるのでとても便利。しかし、家族がそ

れぞれの端末に集中してしまい、顔を合わせて対話をする時間が少なくなることが心

配。また、家庭家庭家庭家庭だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく、、、、友達友達友達友達同士同士同士同士、、、、職場職場職場職場のののの中中中中でもでもでもでも顔顔顔顔をををを合合合合わせたわせたわせたわせた対話対話対話対話をををを大切大切大切大切にしたいにしたいにしたいにしたい。 

この要旨を市内の小中学校等にお知らせしていく予定です。 
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